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2 － 1　北海道地方とその周辺の地震活動（2025 年 5 月～ 10 月） 
Seismic Activity in and around the Hokkaido District (May – October 2025)

気象庁 札幌管区気象台
Sapporo Regional Headquarters,JMA

今期間，北海道地方とその周辺で M4.0 以上の地震は 122 回，M5.0 以上は 19 回発生した．この
うち最大は，2025 年 6 月 2 日に十勝沖で発生した M6.1 の地震であった．

2025 年 5 月～ 10 月の M4.0 以上の地震の震央分布を第 1 図 (a) 及び (b) に示す．青森県東方沖か
ら北海道東方沖における，2025 年 5 月と 6 月の主な地震活動と 1919 年以降の主な被害地震の分布
を第 1 図 (c) に示す．
主な地震活動は以下のとおりである．

（1）十勝地方中部の地震（M4.7，最大震度 4，第 2 図）
2025 年 5 月 15 日 22 時 05 分に十勝地方中部の深さ 95km で M4.7 の地震（最大震度 4）が発生し

た．この地震は太平洋プレート内部で発生した．発震機構は太平洋プレートの傾斜方向に張力軸を
持つ型である．

（2）浦河沖の地震（M5.4，最大震度 4，第 3 図 (a) ～ (b)）
2025 年 5 月 23 日 06 時 28 分に浦河沖の深さ 53km で M5.4 の地震（最大震度 4）が発生した．こ

の地震の発震機構（CMT 解）は西北西－東南東方向に圧力軸を持つ逆断層型で，太平洋プレート
と陸のプレートの境界で発生した．

（3）十勝地方南部の地震（M5.3，最大震度 4，第 4 図 (a) ～ (b)）
2025年 5月 26日 17時 47分に十勝地方南部の深さ 50kmでM5.3の地震（最大震度 4）が発生した．

この地震の発震機構は北西－南東方向に圧力軸を持つ逆断層型で，太平洋プレートと陸のプレート
の境界で発生した．

（4）北海道東方沖の地震（M5.5，最大震度 3，第 5 図）
2025 年 5 月 30 日 07 時 23 分に北海道東方沖の深さ 31km（CMT 解による）で M5.5 の地震（最

大震度 3）が発生した．この地震の発震機構（CMT 解）は北北西－南南東方向に圧力軸を持つ逆
断層型で，太平洋プレートと陸のプレートの境界で発生した．

（5）釧路沖の地震（M6.0，最大震度 4，第 6 図 (a) ～ (c)）
2025 年 5 月 31 日 17 時 37 分に釧路沖の深さ 20km で M6.0 の地震（最大震度 4）が発生した．こ

の地震は陸のプレート内で発生した．発震機構（CMT 解）は北西－南東方向に圧力軸を持つ逆断
層型である．また，同日 17 時 39 分にほぼ同じ場所の深さ 12km で M5.0 の地震が発生した．

（6）十勝沖の地震（M6.1，最大震度 4，第 7 図 (a) ～ (b)）
2025 年 6 月 2 日 03 時 51 分に十勝沖の深さ 27km で M6.1 の地震（最大震度 4）が発生した．また，
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同月 3 日 22 時 18 分にほぼ同じ場所の深さ 33km で M5.2 の地震（最大震度 3）が発生した．これ
らの地震の発震機構（CMT 解）は西北西－東南東方向に圧力軸を持つ逆断層型で，太平洋プレー
トと陸のプレートの境界で発生した．

（7）根室半島南東沖の地震（M6.0，最大震度 4，第 8 図）
2025年6月19日08時08分に根室半島南東沖の深さ25kmでM6.0の地震（最大震度4）が発生した．
また，同月 22 日 06 時 23 分にほぼ同じ場所の深さ 24km で M6.0 の地震（最大震度 3）が発生し

た．これらの地震の発震機構（CMT 解）は北西－南東方向に圧力軸を持つ逆断層型で，太平洋プレー
トと陸のプレートの境界で発生した．

（8）十勝地方南部の地震（M5.2，最大震度 4，第 9 図）
2025年 7月 28日 12時 10分に十勝地方南部の深さ 51kmでM5.2の地震（最大震度 4）が発生した．

この地震の発震機構は北西－南東方向に圧力軸を持つ逆断層型で，太平洋プレートと陸のプレート
の境界で発生した．

（9）釧路沖の地震（M5.4，最大震度 3，第 10 図）
2025 年 8 月 2 日 07 時 27 分に釧路沖の深さ 13km で M5.4 の地震（最大震度 3）が発生した．こ

の地震の発震機構（CMT 解）は北西－南東方向に圧力軸を持つ型である．

（10）釧路沖の地震（M5.5，最大震度 3，第 11 図）
2025 年 8 月 12 日 18 時 11 分に釧路沖の深さ 22km で M5.5 の地震（最大震度 3）が発生した．こ

の地震は陸のプレート内で発生した．発震機構（CMT 解）は北北西－南南東方向に圧力軸を持つ
逆断層型である．

（11）渡島地方東部の地震（M5.1，最大震度 3，第 12 図）
2025年 8月 19日 07時 19分に渡島地方東部の深さ 133kmでM5.1の地震（最大震度 3）が発生した．

この地震は太平洋プレート内部（二重地震面の上面）で発生した．発震機構は太平洋プレートの沈
み込む方向に圧力軸を持つ型である．

（12）釧路沖の地震（M5.1，最大震度 4，第 13 図 (a) ～ (b)）
2025 年 10 月 22 日 18 時 17 分に釧路沖の深さ 43km で M5.1 の地震（最大震度 4）が発生した．

この地震の発震機構（CMT 解）は北西－南東方向に圧力軸を持つ逆断層型で，太平洋プレートと
陸のプレートの境界で発生した．

（13）根室半島南東沖の地震（M5.8，最大震度 5 弱，第 13 図 (a)）
2025 年 10 月 25 日 01 時 40 分に根室半島南東沖の深さ 40km で M5.8 の地震（最大震度 5 弱）が

発生した．この地震の発震機構（CMT 解）は北西－南東方向に圧力軸を持つ逆断層型で，太平洋
プレートと陸のプレートの境界で発生した．
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北海道地方とその周辺の地震活動(  2  0  2  5  年5  月～7  月、M  ≧4  .  0 )

図中の吹き出しは、陸域M  4  .  0  以上・海域M  5  .  0  以上
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北海道地方とその周辺の地震活動(  2  0  2  5  年8  月～1  0  月、M  ≧4  .  0 )

図中の吹き出しは、陸域M  4  .  0  以上・海域M  5  .  0  以上

第 1 図 (a) 北海道地方とその周辺の地震活動（2025 年 5 月～ 7 月，M ≧ 4.0，深さ≦ 700km）

Fig. 1(a) Seismic activity in and around the Hokkaido district (May – July 2025, M ≧ 4.0, depth ≦ 700km).

第 1 図 (b) つづき（2025 年 8 月～ 10 月，M ≧ 4.0，深さ≦ 700km）

Fig. 1(b) Continued (August – October 2025, M ≧ 4.0, depth ≦ 700km).
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2025年5月以降の主な地震活動と1919年以降の主な被害地震（青森県東方沖～北海道東方沖）

2025年5月以降の主な地震活動
●太平洋プレートと陸のプレートの境界で発生した地震
●太平洋プレート内部で発生した地震
●陸のプレート内で発生した地震

※

※CMT解による

「平成15年（2003年）十勝沖地震」

「1968年十勝沖地震」の最大余震

「平成６年（1994年）三陸はるか沖地震」

「昭和57年（1982年）浦河沖地震」

「平成５年（1993年）
釧路沖地震」 「1973年６月17日根室半島沖地震」

「1968年十勝沖地震」
「平成６年（1994年）三陸
はるか沖地震」の最大余震

CMT

CMT

CMT

CMT

「平成６年（1994年）北海道東方沖地震」

CMT

CMT

CMT

・黒色破線は、太平洋プレート上面モデルの
等深線（Kita et al., 2010、
Nakajima and Hasegawa, 2006）
を示す（10km間隔）。

○1919年1月1日以降の主な被害地震
・震央の塗りつぶしは以下の地震の本震及び主な余震を、色付き等値線は、以下の地震時すべり分布を示す。
紫色：1968年十勝沖地震〔永井・他(2001) 〕
薄紫色：1973年根室半島沖地震〔山中(2005)〕
橙色：1994年三陸はるか沖地震〔永井・他(2001) 〕
青色：2003年十勝沖地震〔Yamanaka and Kikuchi (2003) 〕

第 1 図 (c) 2025 年 5 月と 6 月の主な地震活動と 1919 年以降の主な被害地震（青森県東方沖～北海道東方沖）

Fig. 1(c) Major seismic activity in May and June 2025 and major damaging earthquakes since 1919 (offshore east of Aomori Prefecture - offshore east of Hokkaido).
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５５月月 1155 日日  十十勝勝地地方方中中部部のの地地震震  

2025年５月15日22時05分に十勝地方中部
の深さ95kmでM4.7の地震（最大震度４）が
発生した。この地震は、太平洋プレート内
部で発生した。発震機構は太平洋プレート
の傾斜方向に張力軸を持つ型である。 

2001年10月以降の活動をみると、今回の
地震の震源付近（領域ｂ）では、M4.0以上の
地震が時々発生している。M5.0以上の地震
は１回発生しており、2013年２月２日の
M6.5の地震（最大震度５強）では、負傷者14
人、住家一部破損１棟の被害が生じた（総
務省消防庁による）。 

1919年以降の活動をみると、今回の地震
の震央周辺（領域ｃ）では、M6.0以上の地震
がまれに発生しており、1970年１月21日に
発生したM6.7の地震（最大震度５）により、
負傷者32人、住家被害148棟などの被害が生
じた（「日本被害地震総覧」による）。 

震央分布図 
（2001 年 10 月１日～2025 年５月 31 日、 

深さ０～150km、M≧2.0） 
2025 年５月の地震を赤色で表示 

領域ｃ内のＭ－Ｔ図 

震央分布図 
（1919 年１月１日～2025 年５月 31 日、 

深さ０～150km、M≧5.0） 

今回の地震 
ａ 

領域ａ内の断面図（Ａ－Ｂ投影） 

「平成５年(1993 年) 
釧路沖地震」 

ｂ 

今回の地震 

の震央位置 

Ａ 

Ｂ 

領域ｂ内のＭ－Ｔ図及び回数積算図 
Ａ Ｂ 

今回の地震 

ｃ 

「昭和 57 年（1982 年）
浦河沖地震」 

第 2 図 2025 年 5 月 15 日 十勝地方中部の地震

Fig. 2 The earthquake in the central part of Tokachi region on May 15, 2025.
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５５月月 2233 日日  浦浦河河沖沖のの地地震震  

2025年５月23日06時28分に浦河沖の深さ
53kmでM5.4の地震（最大震度４）が発生し
た。この地震は、発震機構（CMT解）が西
北西－東南東方向に圧力軸を持つ逆断層型
で、太平洋プレートと陸のプレートの境界
で発生した。 

2001年10月以降の活動をみると、今回の
地震の震源付近（領域ｂ）では、M5.0以上の
地震が時々発生しており、2016年１月14日
にはM6.7の地震（最大震度５弱）が発生し、
負傷者２人の被害が生じた（総務省消防庁
による）。 

1919年以降の活動をみると、今回の地震
の震央周辺（領域ｃ）では、M6.0以上の地震
がしばしば発生している。「昭和57年（1982
年）浦河沖地震」（M7.1、最大震度６）では、
北海道浦河で78cm（平常潮位からの最大の
高さ）の津波など、北海道と東北地方の太
平洋沿岸で津波を観測した（「験震時報第４
７巻」による）。また、負傷者167人、建物被
害210棟などの被害が生じた（被害は「日本
被害地震総覧」による）。 

震央分布図 
（2001 年 10 月１日～2025 年５月 31 日、 

深さ０～150km、M≧2.0） 
2025 年５月に発生した地震を赤色で表示 

図中の発震機構は CMT 解 

領域ｃ内のＭ－Ｔ図 

震央分布図 
（1919 年１月１日～2025 年５月 31 日、 

深さ０～150km、M≧6.0） 

今回の地震 

ａ 

領域ａ内の断面図（Ａ－Ｂ投影） 

「昭和 57 年（1982 年）
浦河沖地震」 

ｂ 

今回の地震 

の震央位置 

Ａ 

Ｂ 

領域ｂ内のＭ－Ｔ図及び回数積算図 

Ａ Ｂ 

今回の地震 

ｃ 

第 3 図 (a) 2025 年 5 月 23 日 浦河沖の地震

Fig. 3(a) The earthquake off Urakawa on May 23, 2025.



地震予知連絡会会報第 115 巻　2026 年 3 月発行

― 46 ―

第 3 図 (b) つづき

Fig. 3(b) Continued.
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５５月月 2266 日日  十十勝勝地地方方南南部部のの地地震震  

2025年５月26日17時47分に十勝地方南部
の深さ50kmでM5.3の地震（最大震度４）が
発生した。この地震は、発震機構が北西－
南東方向に圧力軸を持つ逆断層型で、太平
洋プレートと陸のプレートの境界で発生し
た。また、同日23時30分にほぼ同じ場所で
M4.4の地震（最大震度２）が発生した。 

2001年10月以降の活動をみると、今回の
地震の震源付近（領域ｂ）では、M5.0以上の
地震がしばしば発生しており、2012年８月
25日にはM6.1の地震（最大震度５弱）が発
生した。 

1919年以降の活動をみると、今回の地震
の震央周辺（領域ｃ）では、M6.0以上の地震
が２回発生しており、1970年１月21日に発
生したM6.7の地震（最大震度５）により、負
傷者32人、住家被害148棟などの被害が生じ
た（「日本被害地震総覧」による）。 

震央分布図 
（2001 年 10 月１日～2025 年５月 31 日、 

深さ０～150km、M≧2.0） 
2025 年５月に発生した地震を赤色で表示 

領域ｃ内のＭ－Ｔ図 

震央分布図 
（1919 年１月１日～2025 年５月 31 日、 

深さ０～100km、M≧5.0） 

今回の地震 

ａ 

領域ａ内の断面図（Ａ－Ｂ投影） 

「昭和 57 年（1982 年）
浦河沖地震」 

ｂ 

Ａ 

Ｂ 

領域ｂ内のＭ－Ｔ図及び回数積算図 

Ａ Ｂ 

今回の地震 

ｃ 

今回の地震 

第 4 図 (a) 2025 年 5 月 26 日 十勝地方南部の地震

Fig. 4(a) The earthquake in the southern part of Tokachi region on May 26, 2025.
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第 4 図 (b) つづき

Fig. 4(b) Continued.
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５５月月 3300 日日  北北海海道道東東方方沖沖のの地地震震  

2025年５月30日07時23分に北海道東方沖
の深さ31km（CMT解による）でM5.5の地震
（最大震度３）が発生した。この地震は、
発震機構（CMT解）が北北西－南南東方向
に圧力軸を持つ逆断層型で、太平洋プレー
トと陸のプレートの境界で発生した。

2001年10月以降の活動をみると、今回の
地震の震央付近（領域ａ）では、M6.0以上の
地震が４回発生しており、2015年７月７日
にはM6.3の地震（最大震度３）が発生した。 

1919年以降の活動をみると、今回の地震
の震央周辺（領域ｂ）では、M6.0以上の地震
がしばしば発生しており、「平成６年（1994
年）北海道東方沖地震」（M8.2、最大震度６）
では、北海道根室市花咲で168cm（平常潮位
からの最大の高さ）の津波など、北海道か
ら沖縄の太平洋沿岸などで津波を観測し
た。この地震により、重軽傷者436人、住家
被害4,586棟などの被害が生じた（被害は
「日本被害地震総覧」による）。 

震央分布図 
（2001 年 10 月１日～2025 年５月 31 日、 

深さ０～150km、M≧3.0） 
2025 年５月に発生した地震を赤赤色色で表示 

図中の発震機構は CMT 解 

領域ｂ内のＭ－Ｔ図 

震央分布図 
（1919 年１月１日～2025 年５月 31 日、 

深さ０～150km、M≧6.0） 

今回の地震 

ａ 

「平成６年（1994 年）
北海道東方沖地震」 

ｂ 

領域ａ内のＭ－Ｔ図及び回数積算図 

今回の地震 
の震央位置 

＊深さは CMT 解による 

★

第 5 図 2025 年 5 月 30 日 北海道東方沖の地震

Fig. 5 The earthquake east off Hokkaido on May 30, 2025.
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５５月月 3311 日日  釧釧路路沖沖のの地地震震  

2025年５月31日17時37分に釧路沖の深さ
20kmでM6.0の地震（最大震度４）が発生し
た。この地震は、陸のプレート内で発生し
た。発震機構（CMT解）は北西－南東方向
に圧力軸を持つ逆断層型である。また、同
日17時39分にほぼ同じ場所でM5.0の地震が
発生した。 

2001年10月以降の活動をみると、今回の
地震の震源付近（領域ｂ）では、2003年９
月29日にM6.5の地震（最大震度４）が発生
している。 

1919年以降の活動をみると、今回の地震
の震央周辺（領域ｃ）では、M7.0以上の地震
が２回発生しており、「平成５年（1993年）
釧路沖地震」（M7.5、最大震度６）では、死
者１人、重軽傷者716人、住家被害2,552棟
などの被害が生じた。（「日本被害地震総覧」
による）。 

震央分布図 
（2001 年 10 月１日～2025 年６月３日、 

深さ０～120km、M≧3.0） 
2020 年９月以降に発生した地震を水水色色、、 
2025 年５月に発生した地震を赤赤色色で表示 

図中の発震機構は CMT 解 

領域ｃ内のＭ－Ｔ図 

震央分布図 
（1919 年１月１日～2025 年５月 31 日、 

深さ０～150km、M≧6.0） 

今今回回のの地地震震  

ａ 

ｂ 

ＡＡ  

ＢＢ  

領域ｂ内のＭ－Ｔ図及び回数積算図 

今今回回のの地地震震  

ｃ 

領域ａ内の断面図（Ａ－Ｂ投影） ＡＡ  ＢＢ  

「平成５年（1993 年） 
釧路沖地震」 

2025 年５月 31 日～６月３日、M≧1.5 

今今回回のの地地震震  

「「平平成成 1155 年年((22000033 年年))十十勝勝沖沖地地震震」」発発生生  

第 6 図 (a) 2025 年 5 月 31 日 釧路沖の地震

Fig. 6(a) The earthquake off Kushiro on May 31, 2025.
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5月31日 釧路沖の地震（波形相関DD法による再決定震源）
震央分布図

2025年5月31日～6月1日、深さ0～30km、M≧2.0

5月31日M6.0の地震の
発震機構（CMT解）

節面①

節面②

A

B

D

C

A B C D
上図の青色矩形領域内の断面図（A-B投影）

M6.0の地震の発震機構（CMT解）の節面①の
走向の直交方向の断面図

M6.0の地震の発震機構（CMT解）の節面②の
走向の直交方向の断面図

上図の青色矩形領域内の断面図（C-D投影）

走向 傾斜 すべり角

節面① 160 40 126

節面② 37 59 126

M6.0の地震の発震機構
（CMT解）の節面と震源
分布は整合していないように
みえる

第 6 図 (b) つづき

Fig. 6(b) Continued.
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5月31日 釧路沖の地震（波形相関DD法による再決定震源）

2025年5月31日～6月1日、深さ0～30km、M≧1.5

波形相関DD法による再決定震源 気象庁一元化震源

明瞭な線状・面状の分布は見られない

第 6 図 (b) つづき

Fig. 6(b) Continued.
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第 6 図 (c) つづき

Fig. 6(c) Continued.

5月31日 釧路沖の地震（S-net活用以降の周辺の地震活動の波形相関DD法による再決定震源）

震央分布図
2020年9月1日（S-net活用開始）～2025年6月2日、

深さ0～60km、M≧1.5

震央分布図
2020年9月1日（S-net活用開始）～2025年6月2日、

深さ0～60km、M≧1.5

各線分方向に
投影した断面図

太平洋プレートのおおよその
傾斜方向に投影した断面図

断面図中の★は今回の地震（M6.0）を示す
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６６月月２２日日、、３３日日  十十勝勝沖沖のの地地震震  
2025年６月２日03時51分に十勝沖の深さ

27kmでM6.1の地震（最大震度４、図中①）
が、６月３日22時18分にはほぼ同じ場所の
深さ33kmでM5.2の地震（最大震度３、図中
②）が発生した。これらの地震は、発震機
構（CMT解）が西北西－東南東方向に圧力
軸を持つ逆断層型で、太平洋プレートと陸
のプレートの境界で発生した。

2001年10月以降の活動をみると、今回の
地震の震源付近（領域ｂ）では、2003年９
月26日に「平成15年（2003年）十勝沖地
震」の最大余震であるM7.1の地震（最大震
度６弱）が発生している。 

1919年以降の活動をみると、今回の地震
の震央周辺（領域ｃ）では、M8.0以上の地震
が２回発生しており、「平成15年（2003年）
十勝沖地震」（M8.0、最大震度６弱）では、
北海道十勝港で255cmの津波を観測するな
ど、北海道から四国地方にかけての太平洋
沿岸などで津波を観測した。また、死者・行
方不明２人、重軽傷者849人、住家被害2,073
棟などの被害が生じた。（被害は「日本被害
地震総覧」による）。 

震央分布図 
（2001 年 10 月１日～2025 年６月 30 日、 

深さ０～120km、M≧2.0） 
2020 年９月以降に発生した地震を水水色色、、 
2025 年６月に発生した地震を赤赤色色で表示 

図中の発震機構は CMT 解 

領域ｃ内のＭ－Ｔ図 

震央分布図 
（1919 年１月１日～2025 年６月 30 日、 

深さ０～120km、M≧6.0） 

今今回回のの地地震震①①  

ａ 

ｂ 

ＡＡ  

ＢＢ  

領域ｂ内のＭ－Ｔ図及び回数積算図 

今今回回のの地地震震①①  

ｃ 

領域ａ内の断面図（Ａ－Ｂ投影） ＡＡ  ＢＢ  

「「平平成成 1155 年年((22000033 年年))十十勝勝沖沖地地震震」」  

2025 年６月 1～30 日、M≧1.5 

今今回回のの地地震震①①  

「「平平成成 1155 年年((22000033 年年))十十勝勝沖沖地地震震」」発発生生  

今今回回のの地地震震②②  

今今回回のの地地震震②②  

「「平平成成 1155 年年((22000033 年年))十十勝勝沖沖地地震震」」  

今今回回のの地地震震②②  
のの震震央央位位置置  

★★

第 7 図 (a) 2025 年 6 月 2 日 十勝沖の地震

Fig. 7(a) The earthquake off Tokachi on June 2, 2025.
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第 7 図 (b) つづき

Fig. 7(b) Continued.
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６６月月 1199 日日、、2222 日日  根根室室半半島島南南東東沖沖のの地地震震  

2025年６月19日08時08分に根室半島南東
沖の深さ25kmでM6.0の地震（最大震度４、
図中①）が、６月22日06時23分にはほぼ同
じ場所の深さ24kmでM6.0の地震（最大震度
３、図中②）が発生した。これらの地震
は、発震機構（CMT解）が北西－南東方向
に圧力軸を持つ逆断層型で、太平洋プレー
トと陸のプレートの境界で発生した。

2001年10月以降の活動をみると、今回の
地震の震源付近（領域ｂ）では、2004年３
月３日にM5.4の地震（最大震度２）が発生
している。 

1919年以降の活動をみると、今回の地震
の震央周辺（領域ｃ）では、M6.0以上の地震
が時々発生している。「1973年６月17日根室
半島沖地震」（M7.4、最大震度５）では、根
室市花咲で280cm（平常潮位からの最大の高
さ）の津波を観測するなど、北海道から四
国地方にかけての太平洋沿岸で津波を観測
した。また、根室・釧路地方で負傷者26人
などの被害を生じた（被害は「日本被害地
震総覧」による）。 

震央分布図 
（2001 年 10 月１日～2025 年６月 30 日、 

深さ０～150km、M≧2.0） 
2020 年９月以降に発生した地震を水水色色、、 
2025 年６月に発生した地震を赤赤色色で表示 

図中の発震機構は CMT 解 

領域ｃ内のＭ－Ｔ図 

震央分布図 
（1919 年１月１日～2025 年６月 30 日、 

深さ０～150km、M≧6.0） 

今今回回のの地地震震①①  

ａ 

ｂ 

ＡＡ  

ＢＢ  

領域ｂ内のＭ－Ｔ図及び回数積算図 

ｃ 

領域ａ内の断面図（Ａ－Ｂ投影） ＡＡ  ＢＢ  

「「11997733 年年６６月月 1177 日日根根室室半半島島沖沖地地震震」」  

2025 年６月 19～30 日、M≧1.5 

今今回回のの地地震震②②  

今今回回のの地地震震②②  

今今回回のの地地震震①①  

今今回回のの地地震震②②  

今今回回のの地地震震①①  

第 8 図 2025 年 6 月 19 日 根室半島南東沖の地震

Fig. 8 The earthquake southern east off the Nemuro Peninsula on June 19, 2025.
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７７月月 2288 日日  十十勝勝地地方方南南部部のの地地震震  

2025年７月28日12時10分に十勝地方南部
の深さ51kmでM5.2の地震（最大震度４）が
発生した。この地震は、発震機構が北西－
南東方向に圧力軸を持つ逆断層型で、太平
洋プレートと陸のプレートの境界で発生し
た。 

2001年10月以降の活動をみると、今回の
地震の震源付近（領域ｂ）では、M5.0以上の
地震がしばしば発生しており、2012年８月
25日にはM6.1の地震（最大震度５弱）が発
生した。 

1919年以降の活動をみると、今回の地震
の震央周辺（領域ｃ）では、M6.0以上の地震
が２回発生しており、1970年１月21日に発
生したM6.7の地震（最大震度５）により、負
傷者32人、住家被害148棟などの被害が生じ
た（「日本被害地震総覧」による）。 

震央分布図 
（2001 年 10 月１日～2025 年７月 31 日、 

深さ０～150km、M≧2.0） 
2025 年７月に発生した地震を赤色で表示 

領域ｃ内のＭ－Ｔ図 

震央分布図 
（1919 年１月１日～2025 年７月 31 日、 

深さ０～150km、M≧5.0） 

今回の地震 

ａ 

領域ａ内の断面図（Ａ－Ｂ投影） 

「「昭昭和和 5577 年年（（11998822 年年））浦浦河河沖沖地地震震」」  

ｂ 

Ａ 

Ｂ 

領域ｂ内のＭ－Ｔ図及び回数積算図 
Ａ Ｂ 

今回の地震 

ｃ 

今回の地震 

第 9 図 2025 年 7 月 28 日 十勝地方南部の地震

Fig. 9 The earthquake in the southern part of Tokachi region on July 28, 2025.
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８８月月２２日日  釧釧路路沖沖のの地地震震  
2025年８月２日07時27分に釧路沖の深さ

13kmでM5.4の地震（最大震度３）が発生し
た。発震機構（CMT解）は北西－南東方向
に圧力軸を持つ型である。 

2001年10月以降の活動をみると、今回の
地震の震源付近（領域ｂ）では、M5.0以上
の地震が時々発生している。最大規模の地
震は2004年11月29日のM7.1の地震（最大震
度５強）で、根室市花咲で12cmの津波を観
測した。また、負傷者52人、住家全壊１
棟、一部破損４棟の被害が生じた（被害
は、総務省消防庁による）。 

1919年以降の活動をみると、今回の地震
の震央周辺（領域ｃ）では、M7.0以上の地震
が３回発生している。最大規模の地震は
「1973年６月17日根室半島沖地震」（M7.4、
最大震度５）で、根室市花咲で280cm（平常
潮位からの最大の高さ）の津波を観測する
など、北海道から四国地方にかけての太平
洋沿岸で津波を観測した。また、根室・釧
路地方で負傷者26人などの被害を生じた
（被害は「日本被害地震総覧」による）。 

震央分布図 
（2001 年 10 月１日～2025 年８月 31 日、 

深さ０～200km、M≧2.5） 
2020 年９月以降に発生した地震を水水色色、、 
2025 年８月に発生した地震を赤赤色色で表示 

図中の発震機構は CMT 解 

領域ｃ内のＭ－Ｔ図 

震央分布図 
（1919 年１月１日～2025 年８月 31 日、 

深さ０～200km、M≧6.0） 

今今回回のの地地震震  

ａ 

ｂ 

ＡＡ  

ＢＢ  

領域ｂ内のＭ－Ｔ図及び回数積算図 

今今回回のの地地震震  

ｃ 

領域ａ内の断面図（Ａ－Ｂ投影） 
ＡＡ  ＢＢ  

「1973 年６月 17 日 
根室半島沖地震」 

今回の地震の 

震央位置 「平成５年（1993 年） 

釧路沖地震」 

（2025 年８月１日～31 日、M≧2.0） 

海溝軸 

海溝軸 

第 10 図 2025 年 8 月 2 日 釧路沖の地震

Fig. 10 The earthquake off Kushiro on August 2, 2025.
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８８月月 1122 日日  釧釧路路沖沖のの地地震震  
2025年８月12日18時11分に釧路沖の深さ

22kmでM5.5の地震（最大震度３）が発生し
た。この地震は、陸のプレート内で発生し
た。発震機構（CMT解）は北北西－南南東
方向に圧力軸を持つ逆断層型である。この
周辺では、2025年５月31日にM6.0の地震
（最大震度４）が発生し、地震活動が継続
している。 

2001年10月以降の活動をみると、今回の
地震の震源付近（領域ｂ）では、M5.0以上
の地震が時々発生しており、2003年９月29
日にM6.5の地震（最大震度４）が発生して
いる。 

1919年以降の活動をみると、今回の地震
の震央周辺（領域ｃ）では、M7.0以上の地震
が２回発生しており、「平成５年（1993年）
釧路沖地震」（M7.5、最大震度６）では、北
海道内で死者１人、重軽傷者933人、住家被
害3,471棟などの被害が生じた。（被害は「日
本被害地震総覧」による）。 

震央分布図 
（2001 年 10 月１日～2025 年８月 31 日、 

深さ０～100km、M≧3.0） 
2020 年９月以降に発生した地震を水水色色、、  

2025 年５月 31 日以降に発生した地震を緑緑色色 
2025 年８月に発生した地震を赤赤色色で表示 

図中の発震機構は CMT 解 

領域ｃ内のＭ－Ｔ図 

震央分布図 
（1919 年１月１日～2025 年８月 31 日、 

深さ０～150km、M≧6.0） 

今今回回のの地地震震  

ａ 

ｂ 

ＡＡ  

ＢＢ  
領域ｂ内のＭ－Ｔ図及び回数積算図 

今今回回のの地地震震  

ｃ 

領域ａ内の断面図（Ａ－Ｂ投影） ＡＡ  ＢＢ  

「平成５年（1993 年） 
釧路沖地震」 

今回の地震の 

震央位置 

（2025 年５月 31 日～８月 31 日、 
M≧2.0） 

「「平平成成 1155 年年((22000033 年年))十十勝勝沖沖地地震震」」発発生生  

第 11 図 2025 年 8 月 12 日 釧路沖の地震

Fig. 11 The earthquake off Kushiro on August 12, 2025.
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８８月月 1199 日日  渡渡島島地地方方東東部部のの地地震震  

2025年８月19日07時19分に渡島地方東部
の深さ133kmでM5.1の地震（最大震度３）
が発生した。この地震は、太平洋プレート
内部（二重地震面の上面）で発生した。発
震機構は太平洋プレートの沈み込む方向に
圧力軸を持つ型である。 

2001年10月以降の活動をみると、今回の
地震の震源付近（領域ｂ）では、M5.0以上
の地震は今回を含めて２回発生している。
最大規模の地震は2007年８月22日に発生し
たM5.4の地震（最大震度３）である。 

1919年以降の活動をみると、今回の地震
の震央周辺（領域ｃ）では、M6.0以上の地
震が２回発生している。最大規模の地震は
1945年４月10日に発生したM6.3の地震（最
大震度４）である。 

震央分布図 
（2001 年 10 月１日～2025 年８月 31 日、 

深さ 30～200km、M≧1.5） 
2025 年８月に発生した地震を赤赤色色で表示 

領域ｃ内のＭ－Ｔ図 

震央分布図 
（1919 年１月１日～2025 年８月 31 日、 

深さ 30～200km、M≧5.0） 

今今回回のの地地震震  

ａ 

ｂ 

ＡＡ  

ＢＢ  

領域ｂ内のＭ－Ｔ図及び回数積算図 

今今回回のの地地震震  

ｃ 

領域ａ内の断面図（Ａ－Ｂ投影） 
ＡＡ  ＢＢ  

今今回回のの地地震震  

第 12 図 2025 年 8 月 19 日 渡島地方東部の地震

Fig. 12 The earthquake in the eastern part of Oshima region on August 19, 2025.
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1100 月月 2222 日日  釧釧路路沖沖のの地地震震  

1100 月月 2255 日日  根根室室半半島島南南東東沖沖のの地地震震  

2025年10月22日18時17分に釧路沖の深さ
43kmでM5.1の地震（最大震度４、図中①）が
発生した。また、25日01時40分に根室半島南
東沖の深さ40kmでM5.8の地震（最大震度５弱、
図中②）が発生した。いずれの地震も発震機
構（CMT解）は北西－南東方向に圧力軸を持つ
逆断層型で、太平洋プレートと陸のプレート
の境界で発生した地震である。 

2001年10月以降の活動をみると、今回の地
震の震源付近（領域ｂ）では、M5.0以上の地
震が時々発生している。2004年11月29日に発
生したM7.1（最大震度５強）の地震では、負
傷者52人、住家被害５棟などの被害が生じ、
根室市花咲で最大の高さ12cmの津波を観測す
るなど、北海道太平洋沿岸東部で小さな津波
を観測した（被害は総務省消防庁による）。 

1919年以降の活動をみると、今回の地震の
震央周辺（領域ｃ）では、M7.0以上の地震が
３回発生している。「1973年６月17日根室半島
沖地震」（M7.4、最大震度５）では、根室・釧
路地方で負傷者26人などの被害が生じ、根室
市花咲で最大の高さ280cm（平常潮位からの最
大の高さ）の津波を観測するなど、北海道か
ら四国地方にかけての太平洋沿岸で津波を観
測した（被害は「日本被害地震総覧」による）。 

震央分布図 
（2001 年 10 月１日～2025 年 10 月 31 日、 

深さ０～150km、M≧2.0） 
2020 年９月以降に発生した地震を水水色色、、  
2025 年 10 月に発生した地震を赤赤色色で表示 

図中の発震機構は CMT 解 

領域ｃ内のＭ－Ｔ図 

震央分布図 
（1919 年１月１日～2025 年 10 月 31 日、 

深さ０～150km、M≧6.0） 

今今回回のの地地震震①①  

ａ 

ｂ 

ＡＡ  

ＢＢ  

領域ｂ内のＭ－Ｔ図及び回数積算図 

今今回回のの地地震震①①  

ｃ 

領域ａ内の断面図（Ａ－Ｂ投影） ＡＡ  ＢＢ  

「平成５年(1993 年) 

釧路沖地震」 

今今回回のの地地震震①①  

のの震震央央位位置置  

「1973 年６月 17 日根室半島沖地震」 

今今回回のの地地震震②②  

今今回回のの地地震震②②  

今今回回のの地地震震②②  

のの震震央央位位置置  

★ ★ 

第 13 図 (a) 2025 年 10 月 22 日 釧路沖の地震及び 2025 年 10 月 25 日 根室半島南東沖の地震

Fig. 13(a) The earthquake off Kushiro on October 22, 2025 and the earthquake southern east off the Nemuro Peninsula on 

 October 25, 2025.
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第 13 図 (b) つづき

Fig. 13(b) Continued.
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